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I はじめに

…般に， とi控域の間には純子支の!氏系の逆転がある。 海岸地Jj(こ見られるj主体抵がその代表

にあたる。 湖の胃辺の風の吹き方にもi司じようなことがえ:えるが，水域が挟〈問聞の地彰条件が

複雑に作用しているため，湖風の特性辻本明な点が多いと思われる。これまでの湖胤の研究は琵

行なわれ，周辺の気f肢は琵琶湖の影響を強く受けることがわか勺たつß ff:~ .福井，

1978，枝111.中島， 1981)。このような研究は， 1-和田湖についてはまだ‘ト分に行なわれていな

し、。

さらに，この地域を含む北東北で1ま

ると， 1 出減問辺はヤマセの直接的

と呼ばれる東!武が蹴する。 小麗(1974)によ

を受けず相対的にお棋な地域となっている。しかし，

勢力がリ郎、時にはヤマセの東風が入ってくることがト分に考えられる。

そこで本論文では， -t-和 m~胡のj胡風の概観をとらえるために， もっぱら既存のアメダスヂ…タ

をもとにして湖風をとらえ，さらに，ヤ?セとの関係を中気僕的に解析した。なお，今州の解析

には現地調盗は行なっていない。

11 資料と調査万法

1 )地影の概嬰と観測点

-八fi・三Ji・十手L1fflの説話IJ点の配置と， 1日IH湖周辺のよ患彰の概要図1li， 

である。

H1~坊は，古:森・牧師両県境にある典型的なウルテ、う湖て二謝料59.8km'，靖邑ii託技高度400m

である o t本語地域気象観測所宅つまりアメダス観測点は， ~tl 111半島の{.1-け相に{¥i:置しており，同

開は湖面から600m以上もある害時鼻部出などの外輸出のIII陵にょうて同まれている。

北緯40
0

31'5"，東経141'31'5"，高度27mで， 1，本屋アメダス観~WJ点と線距離で約

61kmで、みる。三戸・十和lH両地域気象観調IJ訴の高度は，それぞれ38m，42mである

湖風の観測地点である休尿は，東織が山地なので湖風は西風になりヤマ々の風向と逆になるた

めヤマセの影響を知るうえで有利な地点てゃある。

2 )謂査方法

解析に埠いたアメダスデータは，休屋・八戸のl号86-1990年における足手 (6 9)J)の毎日寺

• E1 J軒、時間ー!孔向・風速を舟いた。
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図解析に使用した観測点と休墨のアメダス鶴期点の位置

III 解析結果

1 )休差の風向と瀬患の認定

f本崖において観測j期間の12時~

-SEと， S玖r-¥VNWの2

を調べた図 2(a)を見ると， 16方佼の中でE:r--;E

山があり潟昆吹走日と 日が:土っきつ違うことがわ
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かる。特に西戎分の嵐の頻度が極めておし湖 (a) 

風がよく発現することを示している。

i胡風を認定するにあたって，一一般混と

るために風向の昼夜の交持があることを前提と

し 1時と24時がNN E ~ S S E， 13a寺がS¥V

~\VN\Vの風がJl欠いた日を湖風吹走 H とした。

この結果， ;胡風が吹いたと認めたのは

日607日のうち臼[]であった。

ヤマセ日の認定には，八戸の l時と 12時と24

時の員向を調べ，これがi斗時にNNE SSE 

の愚民iである[Jをヤマセ日とした。 のように

してヤマセ日と した日は， fニ。

毘 2(b)に，ヤ?セ日

向の頻夏を示した。(a )と

東成分の換が増揺し

このことから，ヤ?セ

響を与えることがわかるつ

2 )日照時間

図3(a)は，

成分の日に分け，それぞれの日の汀

した。

き

と酉

を上ヒ

較したものである。東成分の風が吹いた日の臼

照時間は， 0 ~ 2時間が55.2%で10時間以上は

わずかに5.7%てやあった。西成分の風が吹いた日

は， 0 ~ 2時間が31.となり， 10時間以上が

13.8%と日照時間にあきらかな違いが見られた。

図 3(b)は， {胡風吹定けの日照時間である。

全誌にばらつきがあるものの話照時間10時間以

上の日が31.と高くなっている。やはり， i胡

しょく晴れたむに設民は

顕著に る。しかし， 日 が O~2 時

る。これは，間と短い日にも

前臼

くこと

く後日までその条件が残っ

ていたためと考えられる

3 )温度変化

湖風吹走日の 1日
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冨 2: 1986........1990年の 6.-...-草月までの鶴自の
12時""'-'14時までの思向出現頻度と，八
戸の&向で判定したヤマセ却の13時の
体差の患向
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密 3 体差0)13時の風向とその慌の日照時間
ぐターンを調べ と， j'韻愚吹悲話の民殿時間
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るために，標準的な気温変化の推移を求めた。壊準的なパターンとして，海やj携などの影響が少

ないと考えられる弘前と黒石における足時期の日照時理13時間以上のEの毎時の気溢を平均した

(弘前46礼黒石40到。これを用いて湖}誌が休屋の気温にどのような影響を多えるのかを

アニ O

おいて，渇昆吹走日のうち日照時間が継続して10時間以上の EJ 汀)についてみると，

ヨ変化曲糠のようなサインカーブを描く日(9訂)と，気温の上昇に停諜があり

吋二なる日(15日)のパターン;二分けることができた。

それぞれの日の最高気温は，気温が上昇して停滞のない日が26
0
C以上となる (66.6%)のに対

して，気j品上昇に伴j帯のある出土22~23.90C となる司が増加し， 26
0
C以上になる EJは減

少する (39.9%) (表し a)。このように気温がと昇しないという現象l:i， 湖風の影響によるも

のが大きいと推測し語パターンの12時 ~15時の風速を譲べた結果，気温上昇に停滞のない告は，

3売以上の風は出現せず 1-2叫が90%以上を占めている C 局方，気温上昇に存滞がある日

の昆速は， 1 -2売が約53%となり 3軒以上の風が吹く時が約である(表1， b) 0 

以上より，湖風が発遣しでも風速2男以下だとi胡風の影響をほとんど受けず気温が停滞なく上

昇し 3男以上だとそ

よって休屋の気誌にかなり大き

さらに，休屋で最高気這になる時亥IJは，

これも湖)誌の影響だろうと考えられる O

4 )ヤマセの勢力

じる。このように， ~胡風の発達程度lニ

ることカfわカ込った。

または よりも 1 2時間遅れる。

日を次の 4タイブに分けることができる。

Cヤマセ住・持嵐吹走日 (6EJ， 0.9%) 

。芽ヤ?セ日.{胡j見詩文走日 (57EJ， 9.3克}

Oヤサセ日・非湖風吹走日(107日， 17. 

非ヤマセ日・非期成吹定日 (436B，71.8%) 

袈休農の気j星日変化パターンの最高荒混と， 12時""""14時の墨速の捌度

(a ) 

A:気議上昇に停滞がない
B:気温上昇に停滞がある
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ヤ?セ 5・;坊!孔吹走 Hがわずか 8日しかなしヤマセ日に渇

える。

しいと言

)の 4タイプについて各観 表 2 ヤマセ詞，非ヤマセ日，湖風吹迭問，非湖風吹走自の
各地の13時の気温の平均

シコ，

てやヤマセの勢力を判

断すると，ヤ?セ日で非i胡風

n欠走 [1は

?セ

マセ日

とも

IV 

くなりヤ

，ヤ

日は各I也点

しヤマセの勢力会すれミ

ラメλ
員同

2 ) 

次のことがあきらかになった c

:民夜の交評がみられた日を湖風吹定日とすると，観測期間中の湖風吹走出品3

日であった。

r は，八(iがヤマ七日だと え高成分の患がj成る c このことからヤ?

セ風は休屋まで影響する。

地風Li，H照時間が10"寺間以上の日が最も発達する c

[1で日照時間10時間以上の日の休尿の気j品変化は， 1胡風の風速が2厚長以下の I1は

じないが 3~福以上i二発達すると気弘 f'. 界が停滞する。

CヤマセfIであ L 勢力が~~ ~、 H は i胡風が吹くこともあるが，勢力が強い日

ないっ
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